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地 震 学 か ら 見 た 富 山 の 地 震 の 可 能 性
川 崎 一 朗
＊ 地 震 は 活 断 層 の ズ レ 運 動
1 月 17 日 の 早 朝 、 神 戸 で す さ ま じ い 地 震 が お こ
り ま し た 。 5,40 人 以 上 の 方 が 亡 く な り 、 国 民 に
大 き な 衝 撃 を 与 え ま し た 。 東 灘 区 で 3 年 間 の 高 校
生 活 を 送 っ た 私 に は 、 人 一 倍 大 き な シ ョ ッ ク で し た 。
さ て 、 地 震 と は 何 な の で し ょ う ？ 神 戸 の 地 震
で 良 く 知 ら れ る よ う に な り ま し た が 、 地 震 と は 、
「 活 断 層 が ズ レ 動 く こ と 」 で す 。
地 震 は 、 大 き く 、 プ レ ー ト 境 界 型 と 内 陸 型 に 分
け ら れ ま す 。 プ レ ー ト 境 界 型 地 震 と は 、 主 と し て
日 本 海 溝 や 日 本 海 東 縁 で 、 プ レ ー ト の 沈 み 込 み と
直 接 関 連 し て 起 こ る 地 震 を 指 し ま す 。 1923 年 M
（ マ グ ニ チ ュ ー ド ） 7 .  9 関 東 大 地 震 や 194 年 M7. 9  
北 海 道 東 方 沖 地 展 な ど の M 8 ク ラ ス の 巨 大 地 震 は
ほ と ん ど プ レ ー ト 境 界 型 で す 。 内 陸 型 地 篠 は 、
1948 年 M7 . l 福 井 地 震 や 195 年 M7. 2 阪 神 ・ 淡 路 大
地 震 の よ う に 、 大 き く て も M7. 5 ク ラ ス の 、 日 本
列 島 の 地 殻 内 に 起 こ る 浅 い 地 震 で す 。 内 陸 型 地 震
が 都 市 直 下 で 起 こ る と 、 特 に 直 下 地 震 と 言 わ れ 、
深 度 7 に 達 す る 強 烈 な 振 動 に な り ま す 。
阪 神 ・ 淡 路 大 地 震 の マ グ ニ チ ュ ー ド は 7. 2 で す 。
こ の 程 度 の 地 震 は 、 毎 年 、 世 界 で 5 個 程 度 発 生 し
ま す 。 そ の よ う な 意 味 で は 、 特 に 珍 し い 地 震 で は
あ り ま せ ん 。
富  山 県 の 活 断 層
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．  
第 1 図 竹 村 （ 現 姓 神 嶋 ） ( 198 3 ) の 原 図 に 断 層 名 を 加 筆
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活 断 層 と は 何 な の で し ょ う か ？ そ れ は 、 「 最
近 10 万 年 以 内 に 繰 り 返 し 地 霙 を 起 こ し 、 そ れ ゆ
え 将 来 も 繰 り 返 し 地 震 を 起 こ す と 推 定 さ れ る 断
層  」 の こ と で す 。 プ レ ー ト 境 界 も 、 広 い 意 味 で 、
巨 大 な 活 断 層 と 言 え ま す 。
活 断 層 は 、 活 動 度 に 応 じ て 、 A 級 、 B 級 、 C 級
に 分 け ら れ ま す 。 A 級 は 、 平 均 し て 1,00 年 に 1 m  
---lO m 程 度 の ズ レ が 生 じ る 活 断 層 で 、 1,00 年 に 一
度 程 度 は M 7 - 8 の 大 地 震 を 生 じ さ せ る と 考 え ら
れ て い ま す 。 「 新 編 日 本 の 活 断 層 」 （ 活 断 層 研 究
会 、 190) に よ り ま す と 、 県 内 や 県 境 に は 、 長 さ
70km に も 達 す る 跡 津 川 断 層 、 牛 首 断 層 、 庄 川 断 層
帯 な ど が あ り ま す 。
B 級 は 、 1 , 00 年 に 0 . lm- 1  m の ズ レ を 生 じ る 活
断 層 で す 。 県 内 に は 、 黒 菱 山 断 層 、 呉 羽 山 断 層 、
石 動 断 層 、 高 清 水 断 層 な ど が あ り ま す 。
C 級 は 、 1, 00 年 に 0 . Olm-0. lm の ズ レ を 生 じ る
活 断 層 で す 。
阪 神 ・ 淡 路 大 地 震 を 引 き 起 こ し た 野 島 断 層 や 六
甲 山 麓 を 走 る 活 断 層 は 、 す べ て B 級 で す 。
＊ 富 山 の 歴 史 地 震
歴 史 地 震 と は 、 「 古 文 書 か ら 明 ら か に さ れ た 過
去 の 地 震 」 の こ と で す 。 日 本 の 歴 史 地 震 を 網 羅 し
た  「 新 編 日 本 被 害 地 襄 総 覧 」 （ 宇 佐 美 、 1987) か
ら 富 山 を 襲 っ た 歴 史 大 地 霙 を 拾 い 上 げ る と 、 第 l
表 の よ う に た っ た 5 し か あ り ま せ ん 。 5 し か な い
こ と は 、 富 山 が 地 震 の な い 土 地 柄 で あ る こ と を 意
味 し て い る の で し ょ う か 。
1943 年 に は M 7 . 2 鳥 取 地 震 が 、 1948 年 に は M7 . l  
福 井 地 震 が 起 こ り ま し た 。 鳥 取 や 福 井 に 起 こ っ た
歴 史 地 震 を 新 編 日 本 被 害 地 震 総 覧 か ら 拾 い 出 し て
見 ま す と 、 富 山 県 と 同 様 、 4 か 5 し か あ り ま せ ん 。
過 去 1, 00 年 程 度 の 歴 史 地 震 と い う 意 味 で 、 富 山
は 、 直 下 型 地 震 が 起 こ る 前 の 鳥 取 や 福 井 と 似 た よ
う な 条 件 に あ る と 言 う べ き で し ょ う 。
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第 2 図 1858 年 越 中 安 政 大 地 震 の と き の 震 度 分 布
跡 津 川 断 屈 上 で 7 、 越 中 ほ ぼ 全 域 で 6 で あ っ た 。
日 本 被 害 地 震 総 覧 （ 宇 佐 美 . 1 975) に よ る 。
第 1 表 富 山 県 の 歴 史 地 震
No .  西 暦 ー  ロ尤 可 被 災 地 震 央 マ グ ニ チ ュ ー ド
019 
078 
123-1 
185 
268 
863 
1586 
168 
17 51 
1858 
貞 観 5 年
天 正 13 年
寛 文 8 年
寛 延 4 年
安 政 5 年
越 中 ・ 越 後
幾 内 ・ 東 海 ・ 東 山 ・ 北 陸
越 中
越 後 ・ 越 中
飛 騨 ・ 越 中 ・ 加 賀 ・ 越 前
不 明
白 川 谷 断 層 ？
越 後 高 田
跡 津 川 断 層
〉 7 ?
7 .8 
7. 0-7. 4  
7. 0-7 .  1  
新 編 日 本 被 害 地 震 総 覧 （ 宇 佐 美 、 198 7 ) に お い て 、 被 災 地 の 中 に 越 中 と の 記 載 が あ る 、 190 年 以 前 の
歴 史 地 震 。 No. は 、 同 書 中 の 地 震 番 号 。 1 586 年 の 天 正 の 地 震 は 、 特 に 越 中 と の 記 載 は な い が 、 こ の 表 に 含
め た 。  空 瀾 は 記 載 無 し 。
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富 山 を 襲 っ た 大 地 震 で 特 筆 す べ き な の は 、 1858
年 （ 安 政 5 年 ） の 越 中 安 政 大 地 震 で す 。 こ れ は 跡
津 川 断 層 が ズ レ 動 い た 、 マ グ ニ チ ュ ー ド 7. 1 の 大
地 震 で し た 。 跡 津 川 断 層 上 の 諸 村 は ほ と ん ど 全 壊
し 、 富 山 県 内 一 帯 で は 震 度 6 で し t- 立 山 カ ル デtt-t- 0  
ラ で は 大 崩 壊 が 起 こ り 、 湯 川 を 堰 止 め ま し た 。
約 1 ヶ 月 後 と 2 ヶ 月 後 に 堰 が 崩 れ 、 土 石 流 が 流 れ
出 し 、 常 願 寺 川 流 域 は 大 洪 水 と な り ま し た 。
＊ ト レ ン チ 調 査 （ ＝ 断 層 発 掘 調 査 ）
断 層 に 直 交 す る 方 向 に 、 断 層 を ま た い で 、 長 さ
20m 、 幅 10m 、 深 さ 5m 程 の 溝 を 掘 り 、 断 層 面 を 露
出 し 、 地 層 の ズ レ 具 合 か ら 、 何 10 年 前 に 地 震 が
起 こ っ た か 、 何 1,00 年 間 隔 で 地 震 を 起 こ し て 来
た か を 調 べ る こ と を ト レ ン チ 調 査 と 呼 ん で い ま す 。
1982 年 の 夏 、 岐 阜 県 宮 川 村 坂 下 町 に 全 国 か ら 研
究 者 が 集 ま り 、 跡 津 川 断 層 の ト レ ン チ 調 査 が 行 わ
れ ま し た 。 地 元 か ら も 、 富 山 大 学 の 竹 内 章 氏 や 北
陸 エ 専 の 竹 村 利 夫 氏 （ 現 神 嶋 ） を 中 心 に 、 多 く の
研 究 者 や 学 者 が 協 力 し ま し た 。 ト レ ン チ 調 査 の 結
果 、 活 動 間 隔 は 2, 00 年 程 度 と 推 定 さ れ ま し た 。
ほ か の A 級 の 活 断 層 の 活 動 周 期 も 同 程 度 と 考 え て
い い で し ょ う 。 富 山 県 内 に は 、 さ ら に 、 10 近 い B
級 の 活 断 層 が あ り ま す 。 こ れ ら を 考 慮 す る と 、 県
全 体 と し て 、 数 100 年 か ら 1,00 年 に 一 度 程 度 の 割
合 で 、 大 地 震 が 来 襲 し た と 推 定 さ れ ま す 。
＊ 現 在 起 こ っ て い る 微 小 地 震
で は 、 現 在 、 富 山 県 で ど の よ う な 地 農 が 起 こ っ
て い る の で し ょ う か 。
第 2 表 は 、 富 山 と 隣 県 の 微 小 地 震 観 測 所 で す 。
京 都 大 学 防 災 研 究 所 上 宝 村 観 測 所 が 富 山 、 飛 騨 、
能 登 の 高 感 度 微 小 地 震 観 測 を 行 っ て い ま す 。
第 3 図 は そ の 成 果 で す 。 第 3 図 を 見 る と 、 跡 津
川 断 層 、 飛 騨 山 脈 脊 梁 部 、 特 に 御 獄 周 辺 (1984 年
長 野 県 西 部 地 震 の 余 震 ） の 地 裳 活 動 度 が 高 い こ と
が 分 か り ま す 。
こ れ 程 で は あ り ま せ ん が 、 富 山 県 内 で も 、 海 底
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第 3 図 京 都 大 学 防 災 研 究 所 上 宝 村 観 測 所 に よ る 、 飛 輝 、
富 山 、 能 登 と そ の 周 辺 の 微 小 地 震 分 布 。
太 線 の 黒 丸 は 観 測 点 。
第 2 表 ． 富 山 県 及 び 周 辺 部 の 高 感 度 微 小 地 震 観 測 網
機 関
京 大 防 災 研
京 大 防 災 研
名 大 地 理 学
東 大 地 震 研
観 測 所 名
上 宝 観 測 所
北 陸 観 測 所
高 山 地 震 観 測 所
信 越 地 展 観 測 所
観 測 地 域
飛 騨 ， 富 山 県 ， 能 登
福 井 県 ， 加 賀
飛 騨
長 野 県 ， 新 洞 県 西 部
所 在 地
岐 阜 県 吉 城 郡 上 宝 村 本 郷
福 井 県 鯖 江 市 下 新 庄
岐 阜 県 大 野 郡 清 見 村 牧 ケ 洞
長 野 県 長 野 市 箱 清 水
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断 層 傍 の 氷 見 沖 、 黒 菱 山 断 層 近 く 、 山 田 村 な ど に
地 震 の 巣 が あ り ま す 。 残 念 な が ら 、 こ れ ら 地 震 の
巣 と 活 断 層 と の 関 係 は よ く 分 か り ま せ ん 。
地 震 の 発 生 様 式 に は 、 M B の 地 震 が 1 つ あ れ ば
M 7 の 地 震 が 10 起 こ り 、 M 6 の 地 震 は 10 、 M 5
の 地 震 は 1, 0 起 こ る と い う 規 則 性 が あ り ま す 。
が い そ うこ の 規 則 性 を 外 挿 す る と 、 第 3 図 の 範 囲 で 、 ま さ
に 1, 0 年 に 1 度 程 度 、 M 7 - 8 の 地 窟 が 起 こ っ
て も 不 思 議 で は な い 計 算 に な り ま す 。
＊ 富 山 県 に お け る 直 下 型 地 震 の 可 能 性
以 上 の 全 て を 総 合 し ま す と 、 「 富 山 も 、 数 10
年 か ら 1, 0 年 に 1 度 は 直 下 型 大 地 震 に 襲 わ れ．  る ！ 」 と い う 結 論 せ ざ る を え ま せ ん 。 大 活 断 層 が多 い こ と を 考 え る と 、 中 国 や 東 北 な ど の 他 の 地 域
に 比 べ て 、 富 山 に は む し ろ 直 下 型 地 震 は 多 か っ た
の か も し れ ま せ ん 。 最 近 数 10 年 、 県 内 の 活 断 層
を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 が な か っ た の は 、 単 に 運
が よ か っ た の で し ょ う 。
．  
＊ 防 災 の た め に
現 在 の と こ ろ 、 直 下 型 地 震 に 対 し て は 、 地 震 予
知 は 不 可 能 で す 。 た と え 予 知 で き て も 地 震 は 起 こ
る の で す 。 大 事 な こ と は 、
(1 - 1) 地 震 が 起 き て も 被 害 を 最 少 に す る 。
(1 - 2) 被 害 者 の 救 援 を 最 大 限 に 速 や か に す る こ と 、
の 2 点 で は な い で し ょ う か 。
被 害 を 最 少 に す る に は 、 ま ず 、 シ ュ ミ レ ー シ ョ
ン し て 被 害 を 予 測 し ま す 。 被 害 が 予 測 で き て 初 め
て 、 で は ど の よ う な 対 策 を 講 じ れ ば 良 い か を 具 体
的 に 考 え る こ と が で き ま す 。 富 山 県 は 、 平 成 6 年
度 と 7 年 度 の 2 年 計 画 で 、 地 震 ・ 津 波 調 査 研 究 事
業 を 行 っ て い ま す 。 平 成 8 年 3 月 に は 、 地 盤 マ ッ
プ 、 液 状 化 予 測 マ ッ プ 、 震 度 マ ッ プ 、 被 害 予 測
マ ッ プ な ど の 成 果 が 公 表 さ れ る で し ょ う 。
直 下 型 地 震 で 予 想 さ れ る 「 最 悪 の 」 シ ナ リ オ を
考 え て み ま し ょ う 。 正 確 に は 、 県 の 地 震 ・ 津 波 調
査 研 究 事 業 の 報 告 を 待 た な け れ ば な り ま せ ん が 、
お お よ そ の 見 当 は つ き ま す 。
(2 - 1) 富 山 県 と 高 岡 の 旧 市 街 は 崩 壊 し 、 火 災 が 同
時 多 発 す る で し ょ う 。
(2-) 新 湊 で は 大 規 模 な 液 状 化 が 起 こ る で し ょ う 。
(2 - 3) 富 山 と 高 岡 の 旧 河 川 敷 の 上 に あ る 旧 市 街 や
新 興 住 宅 地 な ど で も 液 状 化 が 起 こ る で し ょ う 。
(2 - 4) ラ イ フ ラ イ ン が 切 断 さ れ ま す 。
(2 - 5) 常 願 川 、 神 通 川 、 庄 川 の 橋 が 落 ち 、 物 資 の
輸 送 が 困 難 に な り ま す 。
(2-6) 県 境 の 高 速 道 路 と J R が 不 通 に な り 、 県 外
か ら の 応 援 が 困 難 に な り ま す 。
(2-7) 積 雪 時 に 起 こ る と 、 多 く の 凍 死 者 が 出 る 恐
れ が あ り ま す 。
積 雪 の 直 下 型 地 震 は 特 に 不 安 で す 。 避 難 所 と し
て 期 待 さ れ る 県 立 高 校 の 体 育 館 な ど は 、 丈 夫 で 暖
房 も 可 能 な よ う に 作 っ て お く 必 要 が あ る か も し れ
ま せ ん 。
そ れ 以 外 で も 、 公 共 の 建 物 は 強 く 作 っ て お く 必
要 が あ り ま す 。 な ぜ な ら 、 い ざ と 言 う と き 、 避 難
所 と し て の 役 割 を 果 た さ な け れ ば な ら な い か ら で
す 。 神 戸 港 郵 便 局 や 神 戸 市 役 所 の よ う に 、 公 共 の
建 物 が 真 っ 先 に 壊 れ る の は 論 外 で す 。
以 上 の こ と を 考 慮 に 入 れ て 、 非 常 時 の ボ イ ン ト
は 次 の 通 り で す 。
(3 - 1) 県 庁 や 市 役 所 な ど の 司 令 塔
(3 - 2) 避 難 所 と な る 公 共 の 建 物
(3 - 3) 衛 星 回 線 を 使 っ た 非 常 通 信 網
(3-4) ラ イ フ ラ イ ン
(3-5) 道 路 、 J R 、 地 鉄 な ど の 交 通 機 関
(3 - 6) 橋
(3 - 7) 港
こ の よ う な 施 設 や 構 造 物 は 、 震 度 7 に 耐 え る だ
け 強 く 作 っ て お く 必 要 が あ り ま す 。
＊ 自 分 で や る こ と
自 分 で 出 来 る こ と は 、 自 分 で や り ま し ょ う 。 取
り あ え ず 次 の よ う な も の は 準 備 し て お き ま し ょ う 。
(4-1) 非 常 食 (4 - 2) 懐 中 電 灯
(4 - 3,) 携 帯 ラ ジ オ (4 - 4) 現 金
(4 - 5) 水 （ あ る い は ポ リ タ ン ク ） (4-6) 寝 袋
自 分 の 家 は 自 分 で 守 り ま し ょ う 、 そ れ は 次 の 4
点 が 重 要 で し ょ う 。
(5 - 1) 家 の 耐 震 化 (5-2) 地 盤 対 策
(5-3) 家 具 の 固 定 (5 - 4) 地 震 保 険
詳 し い こ と は 、 一 般 書 を お 読 み 下 さ い 。
強 く 注 意 を 促 し た い の は 、 「 市 街 地 で 火 事 が 起
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こ っ て い る 時 に 車 に 乗 る の は 犯 罪 だ ！ 」 と 言 う こ
と で す 。 神 戸 で は 幸 運 に も 起 き ま せ ん で し た が 、
関 東 大 震 災 で は 、 大 八 車 が 火 の 道 に な っ て 火 事 が
拡 大 し ま し た 。 現 代 で は 、 車 に 火 が 付 き 、 そ れ が
火 の 通 り 道 に な っ て 、 爆 発 的 に 拡 大 す る 可 能 性 が
あ り ま す 。
＊ 富 山 湾 の 津 波
富 山 深 海 渓 谷 は 、 富 山 沖 か ら 佐 渡 に 向 か い 、 糸
魚 川 沖 で 北 に 曲 が っ て 日 本 海 の 中 央 に ま で 延 び て
い ま す 。 糸 魚 川 沖 の 富 山 深 海 渓 谷 は 、 ユ ー ラ シ ア
プ レ ー ト と 北 ア メ リ カ プ レ ー ト の 境 界 と み な さ れ
て お り 、 こ こ で 、 1983 年 M7. 8 北 海 道 南 西 沖 地 震
の よ う な 海 底 大 地 震 が 起 こ る の で は な い か と 危 惧
す る 研 究 者 も 少 な く あ り ま せ ん 。 も し 糸 魚 川 沖 で
マ グ ニ チ ュ ー ド M 8 ク ラ ス の 巨 大 地 震 が 起 こ っ た
ら 、 津 波 は
(6 - 1) 約 10 分 で 湾 奥 に 到 達 す る
(6 - 2) 最 大 波 高 は 3m に 達 す る 可 能 性 が あ る
(6 - 3) l 時 間 以 上 、 押 し た り 引 い た り を 繰 り 返 す
と 予 想 さ れ ま す 。 津 波 の 高 さ は 、 海 岸 近 く の 浅 海
の 微 地 形 に 大 き く 影 響 さ れ る の で 、 場 所 に よ っ て
は 5m を 越 え る か も し れ ま せ ん 。 海 岸 で 激 烈 な 振
動 を 感 じ た ら 、 海 岸 線 か ら 急 い で 離 れ ま し ょ う 。
1 キ ロ も 離 れ れ ば 充 分 で し ょ う 。
＊ 当 面 の 研 究 課 題
直 下 型 地 震 の 地 震 予 知 は 不 可 能 で も 「 ど の 場 所
に 、 ど の 程 度 の 規 模 の 地 震 災 害 ポ テ ン シ ャ ル が あ
る か 」 を 見 積 も っ て お く こ と は 、 災 害 に 強 い 町 造
り や 、 将 来 の 地 震 予 知 の 基 礎 資 料 と し て 、 非 常 に
大 事 で す 。 そ の た め 、 当 面 、 富 山 県 独 自 の 研 究 と
し て 、 次 の よ う な こ と を す べ き だ と 考 え て い ま す 。
（  ） 内 は 予 算 規 模 で す 。
(7 - 1 ) 跡 津 川 断 層 ト レ ン チ(....... 1, 00 万 円 ）
( 7 - 2) 呉 羽 山 断 層 ト レ ン チ (-1, 00 万 円 ）
(7 - 3) 呉 羽 山 断 層 音 波 探 査 (-50 0 万 円 ）
(7-4) み く り が 池 ボ ー リ ン グ (-500 万 円 ）
(7-5) 地 盤 調 査 ・ 地 振 動 予 測 ・ 被 害 予 測
(7 - 6) 津 波 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン
た だ し 、 (7 -5) と ( 7 - 6) は 、 県 の 地 震 ・ 津 波 調 査
研 究 事 業 で 下 記 の こ と が 進 行 中 で す （ 平 成 6 年 度
か ら 7 年 度 の 2 年 計 画 ） 。
具 体 的 に 立 案 さ れ て い る も の と し て 、
(8 - 1) 平 成 7 年 秋 、 富 山 湾 海 底 地 震 計 観 測 （ 北 大
の 協 力 に よ る ）
(8-2) 平 成 8 年 夏 ～ 秋 、 中 部 山 岳 集 中 地 震 観 測
（ 全 国 大 学 の 共 同 研 究 ）
(8 - 3) 平 成 8 年 秋 、 立 山 人 工 地 震 観 測
が 予 定 さ れ て い ま す 。
さ て 、 富 山 県 に お け る 地 震 な ど の 防 災 を 考 え る
と き 、 大 き な 問 題 点 が あ り ま す 。 そ れ は 、 県 内 に 、
余 り に も 専 門 家 が 少 な い こ と で す 。 と く に 問 題 な
の は 地 震 工 学 等 、 工 学 サ イ ド の 専 門 家 が 全 然 い な
い こ と で す 。 今 後 の 課 題 で す 。
＊ 推 薦 書 ・
富 山 の 地 震 と 活 断 層
4,80 円 、 内 外 地 図
地 震 を 覗 る 1, 50 円 立 山 博 物 館
月 刊 地 球 1983 年 6 月 号 、 跡 津 川 断 層 (1 )
1,50 円 海 洋 出 版
月 刊 地 球 1983 年 7 月 号 、 跡 津 川 断 層 (2 )
1,50 円 海 洋 出 版
月 刊 地 球 1989 年 1 月 号 、 福 井 地 震 (1 )
1,50 円 海 洋 出 版
月 刊 地 球 1989 年 2 月 号 、 福 井 地 震 (2 )
1, 50 円 海 洋 出 版
地 震 一 般
地 震 は 何 処 に 起 こ る の か 島 村 英 紀 著 、 80 0 円
講 談 社 プ ル ー バ ッ ク ス
地 震 は 必 ず く る 阿 部 勝 征 著 、 1,30 円 、 読 売 新 聞
大 地 動 乱 の 時 代 石 橋 克 彦 著 、 602 円 、 岩 波
大 地 の 動 き を さ ぐ る 杉 村 新 著 、 1,90 円 、 岩 波
動 く 大 地 を 読 む 松 田 時 彦 著 、 1, 20 円 、 岩 波
日 本 地 震 列 島 （ 朝 日 文 庫 ） 尾 池 和 夫 著 、 690 円
朝 日 新 聞 社
島 村 英 紀 ・
浅 田 敏 著 、 2,84 円 東 大 出 版 会
都 市 型 大 地 震 に 備 え て 望 月 利 男 著 、 1,300 円 法 研
• 
川 崎 一 朗 ・ か わ さ き い ち ろ う （富 山 大 学 理 学 部 教 授 ）
